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みんな電力概要

2

電気の利用者

卸電力融通

/BG共有

電気の生産者

自治体

SDGs・ESG推進企業

ブロックチェーンP2P

電力取引システム

Enection 2.0

「顔の見える電力™」

各地の

電力を販売

電気の買取
※

脱炭素宣言を行った自治体

などの公共施設や企業

RE100・RE Actionなど、

再エネ調達を推進したい企業

地域を応援したい

再エネを購入したい

個人

電力にとどまらない連携

• 発電所地域の産品紹介

• 発電所ツアー

電気の仕入れ

電気代

※ FITについては固定価格買取に加え、需要家が使用（約定）した発電量kWhに応じたにプレミアムを需要家から発電事業者に支払い

全国の様々な生産者が持つ

再エネ発電所と連携

• 自治体

• 企業

• NPO法人

• 農業法人

（ソーラーシェアリング）

• 住宅太陽光卒FIT

地域新電力

地産地消

再エネ発電所を核にした地

方創生の支援

• 地域デザイン

• 電源の価値化

• 地域産品の買取、流通

• 自治体新電力の支援

個人需要家

生産者と利用者の両輪

電気を通じて生産者や地域と利用者をつなぐ「顔の見える電力™」の仕組みにより、多数の自治体、RE100企業、個人を対象として再エネ電力販売を展開している。
また2020年12月、特に地域創生における実績が評価され、第4回「ジャパンSDGsアワード」で内閣総理大臣賞を受賞。

地域と企業・個人との連携を支援



Strictly Confidential 本資料は営業提案を目的にみんな電力が作成したものですが、その正確性及び完全性に関し責任を負うものでは

ありません。また本資料の権利はみんな電力に属し、無断で複製または転送などを行わないようお願い致します。
3

課題解決にあたっての提案
課題:環境への関心・貢献意欲はあるものの、再エネ利用に関する認知度・理解度が低い
①家庭での再エネ利用に関する啓発、誤解・認知不足の払拭

• ソーラーパネルを屋根に乗せずとも再エネの利用ができること
• 安定供給の不安はないこと
• 家庭でできる脱炭素アクションのなかで、再エネ利用が最も効果的であること 等→政府広報での国民全体へ、自治体からの周辺住民・企業への発信、の二段構え

②「家庭での再生可能エネルギーの利用」をCOOL CHOICEのベストチョイスに一個人ができることの選択肢としてあまり知られていない一お手軽、かつ効果が（最も）大きいことの認知拡大
③影響力のある個人・企業からの発信:アンバサダー100万人一「国が取り組むこと」「自分1人がやっても、、、」を払拭し、国民1人ひとりが自分ごと化することが不可欠
④CO2ゼロ「表明からアクションへ」を後押し一CO2ゼロ表明自治体が住民・地元企業に再エネ利用を促進。合計人口7,000万人超（2020年8
月時点）へ普及拡大。Ex.横浜市×青森県横浜町、新潟県十日町市×世田谷区の再エネ連携協定ー民間企業から国民への普及活動を促進ー上記に対する国からの補助・報奨ービルオーナーへの再エネ利用検討の義務化or推奨



Strictly Confidential 本資料は営業提案を目的にみんな電力が作成したものですが、その正確性及び完全性に関し責任を負うものでは

ありません。また本資料の権利はみんな電力に属し、無断で複製または転送などを行わないようお願い致します。
4

課題解決にあたっての提案
課題:再エネを選ぶ際の情報のわかりづらさ
①再エネ表示ルールについて、国民への十分な情報提供

②電源構成の明示化、表示義務化一料金説明と同等の明示
③再エネ利用に対する明確なインセンティブ一現状は、ゼロカーボンにするには、電気料金とは別に環境価値の購入が必要＝追加コストーグリーンリカバリーに対する“明確なインセンティブ”を政策制度上しっかり打ち出すことが不可欠

再エネ 実質再エネ

環境価値（非化石証書）
再エネ電源100％（主にFIT）

低コストな電源（石炭火力など）

水力100%

水力プラン 電源特定プラン ゼロエミプラン
電源構成

表示ルール
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再生可能エネルギー比率／電源構成の表示
東京都報告で、再生可能エネルギー比率1位

出典Sustainable Japan

（出所）東京都のデータを基に株式会社ニューラル作成。電力販売量2000MWh以上の低圧取扱事業者に限定。再エネ率0%はグラフから除外。
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みんな電力ご利用企業と連携し、生活の中のさまざまな面で再エネをお届け
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ライフスタイル × 再エネ

・ファッションBEAMS JAPAN店舗で電気のカード、発電所の地域の産品（味噌、積み木など）を販売。アンダーカバー等とエネルギーをテーマとした限定コラボTシャツを製作・販売。
・クレジットカード52秒で申込完了、丸井グループ/エポスカード会員専用再エネプラン。再エネ発電所を応援できる、廃プラクレカ「みんなエール」。
・ラジオ、テレビTBSラジオ「伊集院光とらじおと」電気代ビンゴ企画で、ソーラーシェアリング（営農型太陽光）の産品をプレゼント。さらに土曜日の番組は「●●発電所でつくられた電気で～お届け」。※ENECTION2.0（ブロックチェーン技術を活用した電力トレーサビリティ）を利用TBSテレビ、TBSラジオのSDGs／ゼロカーボンキャンペーンに協賛。
・キャラクター円谷プロと“地球にもかいじゅうにもやさしい”再エネプラン「かいじゅうのでんき」を期間限定販売。
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ブロックチェーンの資料

電力P2Pプラットフォーム『ENECTION2.0』
日本初、ブロックチェーン技術を活用し、30分ごとの電力トレーサビリティを実現。
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Appendix:再エネ利用に関する認知状況
「自宅で再エネが選べること」の認知状況（2020年11月自社調査結果より）

Q5.ここからは「電力」についておうかがいします。次のそれぞれの意識や考え方で、あなたのお考えに近いものをお知らせください。（SA）

 「A・計」（「Aに近い」＋「どちらかといえばAに近い」）:一覧

【Ａ】家の電力
について普段か
ら意識することが

多い

【Ａ】家の電力
の見直しは環境
保護につながる

【Ａ】大手で実
績のある電力会
社のほうが安心

できる

【Ａ】再生可能
エネルギーを家で
使うためには、
ソーラーパネルな
どの設備が必要

だ

【Ａ】電力会社
の電力は、各社
価格以外に特
に差異はない

【Ａ】家で使う電
力として再生可
能エネルギーが
選べる

n=
(2,000) 83.0 71.4 68.8 66.8 63.7 56.1

H層（35点以上） (801) 88.8 79.9 67.0 70.9 61.4 62.8
M層（10-34点） (1,199) 79.1 65.7 70.0 64.1 65.2 51.5
CL1 (611) 86.1 66.8 72.5 65.8 66.1 54.0
CL2 (340) 89.1 83.2 69.4 72.1 58.8 56.2
CL3 (253) 87.4 77.9 65.6 68.8 61.7 71.1
CL4 (113) 71.7 62.8 70.8 61.9 70.8 50.4
CL5 (357) 69.7 62.7 64.1 61.6 63.6 51.3
CL6 (326) 85.9 75.2 68.1 69.0 63.5 55.2

※「全体」のスコアで降順ソート

全体
社会・環境
問題関与別

クラスタ別

0%
20%
40%
60%
80%
100% H層（35点以上） M層（10-34点）  「B・計」（「Bに近い」＋「どちらかといえばBに近い」）:一覧

【Ｂ】家で使う電
力として再生可
能エネルギーは
選べない

【Ｂ】電力会社
の供給する電力
の種類や品質に
差異がある

【Ｂ】再生可能
エネルギーを家で
使うためには、特
別な設備は必
要ない

【Ｂ】電力会社
の歴史や規模は
特に気にならな

い

【Ｂ】家の電力
を見直したくらい
では環境保護に
はつながらない

【Ｂ】家の電力
についてはほとん
ど意識しない

n=
(2,000) 44.0 36.3 33.2 31.2 28.6 17.0

H層（35点以上） (801) 37.2 38.6 29.1 33.0 20.1 11.2
M層（10-34点） (1,199) 48.5 34.8 35.9 30.0 34.3 20.9
CL1 (611) 46.0 33.9 34.2 27.5 33.2 13.9
CL2 (340) 43.8 41.2 27.9 30.6 16.8 10.9
CL3 (253) 28.9 38.3 31.2 34.4 22.1 12.6
CL4 (113) 49.6 29.2 38.1 29.2 37.2 28.3
CL5 (357) 48.7 36.4 38.4 35.9 37.3 30.3
CL6 (326) 44.8 36.5 31.0 31.9 24.8 14.1

※「全体」のスコアで降順ソート

全体
社会・環境
問題関与別

クラスタ別

0%
20%
40%
60%
80%
100% H層（35点以上） M層（10-34点）

家の電力が環境保護につながると7割超が認識しているものの、再エネ利用にソーラーパネルなどの設備が必要と誤解している人が67％。家で使う電力として再エネが選べないと思っている人も4割を超える。
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Q12.「自然エネルギー（再生可能エネルギー）」（以下、「再エネ」）を使った発電について、あなたが知っていることをすべてお知らせください。※このアンケートに回答する前に知っていたことについてお知らせください。（MA）【回答者条件:全体】

「自宅で再エネが選べること」の認知状況（2020年11月自社調査結果より）

Appendix:再エネ利用に対する課題

再エネとは、太
陽光、風力、水
力、地熱、バイオ
マスなど自然界
に存在している
エネルギーのこと

である

再エネは、発電
時に地球温暖
化の原因となる
二酸化炭素をほ
とんど排出しな
い、環境にやさし
いエネルギー源
である

再エネは、化石
燃料と異なりエ
ネルギー源が枯
渇しない

自宅での再エネ
を使った発電方
法として、太陽
光発電、太陽
熱温水器、小
型風量発電、ペ
レットストーブなど

がある

再エネで発電し
た電力を、決まっ
た価格で電力
会社が買い取る
ことを国が定めた
制度(FIT制度)

がある

自宅で使う電力
として再エネを選
ぶことができる

再エネ比率が高
い電気を購入で
きる電力会社が

ある

日本全体の電
力のうち、再エネ
で発電される電
力の割合は2割
弱である

FIT制度の買い
取り費用は、国
民が再エネ賦課
金として負担し
ている

特になし

n=
(2,000) 60.6 41.1 32.8 25.3 22.3 19.2 14.1 13.6 13.5 23.2

H層（35点以上） (801) 62.4 44.2 35.0 28.7 23.7 23.0 17.0 16.5 14.7 18.9
M層（10-34点） (1,199) 59.4 38.9 31.4 23.0 21.4 16.7 12.1 11.7 12.7 26.1
CL1 (611) 67.3 48.1 37.8 27.7 29.0 22.1 15.1 14.2 18.2 20.0
CL2 (340) 75.9 54.1 42.1 31.8 29.1 21.5 18.2 17.1 15.9 12.6
CL3 (253) 47.0 37.9 27.7 28.5 21.7 25.7 22.5 18.2 16.6 20.2
CL4 (113) 54.9 34.5 29.2 26.5 20.4 12.4 14.2 12.4 13.3 26.5
CL5 (357) 45.7 24.1 21.3 16.0 8.1 10.9 7.0 9.2 5.6 38.9
CL6 (326) 61.0 37.4 31.6 21.5 19.3 17.8 8.9 10.4 8.6 24.2

※「全体」のスコアで降順ソート

全体
社会・環境問
題関与別

クラスタ別

0%
20%
40%
60%
80% H層（35点以上） M層（10-34点）

自宅の電力で再エネを選ぶことができるという認識は、全体で2割未満と低い。さらに「安定供給に不安」「再エネ利用には専用の設備が必要」など、再エネ電力の利用に関する認知不足、誤解が多い
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電力変更予定なし/わからない26.7％ 2062万人

20～60代男女人口7731万人

電力変更可能性あり/あるが決めていない40.3％ 3118万人
電力変更先未定35.8％ 2772万人

再エネ利用意向あり34.5% 2667万人
同価格～高くても利用したい15.3% 1181万人

電力変更先決定4.5％346万人 意向なし1.3% 安ければ利用したい
19.2％ 1486万人

L層33％2551万人
H層27％2088万人

M層40％3092万人

社会・環境配慮層5180万人

再エネ電力会社利用ポテンシャル（2020年11月自社調査結果より）

※人口推計 2020年6月1日（確定）https://www.stat.go.jp/data/jinsui/pdf/202011.pdf出典：本調査Q8電力切替意向、Q9電力切替への関与、Q15再エネ利用意向と価格

Appendix:再エネ利用意向の顕在化

脱炭素化の機運が高まり、飛躍的に再エネ利用意向層が顕在化している状況


